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独立行政法人建築研究所では、政策研究大学院大学と共催で「国際シンポジウム 
－巨大災害からの復興を考える－」を 2 月 21 日(火)に開催いたします。 
まず、2011 年東日本大震災、2010 年ハイチ地震、2008 年四川地震、2004 年スマトラ沖

地震・津波災害等の世界的な地震津波災害に関して各国の専門家から発表を行います。 

さらに、コミュニティの再生、災害弱者対応、安全な建物づくり・まちづくり、国際的

な復興活動の視点からディスカッションを通して、大震災からの復興に活用が期待できる

教訓を探ります。なお、基調講演は「東日本大震災からの復興」について東京大学大学院

教授・日本学術会議会長の大西隆氏が行います。世界各地の震災復興と比較しながら、東

日本大震災の復興にご興味のある方のご参加をお待ちしています。 

        

    開催日：平成24年2月21日（火）13:00～17:15 
    会 場：政策研究大学院大学（GRIPS）想海楼ホール 

東京都港区六本木7-22-1 （添付地図参照：国立新美術館の隣） 

      

        参加費：無料 

    使用言語：英語及び日本語（同時通訳あり） 

   主 催：(独)建築研究所（BRI）、政策研究大学院大学（GRIPS） 
 

参加申し込み方法：1月23日(月)より先着順(同時通訳機器150台まで)で 

申し込みを受け付けます。以下の申込先に、 

「ご氏名」「ご所属」「ご連絡先」をご記載の上 

メールまたはFAX にてお申し込み下さい。事前のお申し込み

が無い場合、当日の混雑状況によってはご参加いただけない

場合がございます。 

参加お申し込み・お問い合わせ先：政策研究大学院大学 岡崎研究室 ｱｼｽﾀﾝﾄ 李 

FAX ：03-6439-6010 

                  e-mail：lee-aelim@grips.ac.jp 
詳細はホームページでもご紹介しています。 

http://www.kenken.go.jp/japanese/information/information/event/internation

al_symposium-2012/pamphlet-jp.pdf（また政策研究大学院大学のホーム 
ページで、シンポジウムの様子をライブ配信予定） 

2 月 21 日に開催する国際シンポジウム       
  ―巨大災害からの復興を考える―  
       の参加申込みを 1 月 23 日から開始（参加費無料） 

          （国際社会とともに東日本大震災の復興への教訓を探ります）

http://www.kenken.go.jp/japanese/information/information/event/international_symposium-2012/pamphlet-jp.pdf


国際シンポジウム ２０１２年２月２１日（火）   

         －巨大災害からの復興を考える－ 

プログラム 

 

第１セッション  13:00－15:30 

13:00 主催者挨拶 

独立行政法人建築研究所理事 伊藤弘 

政策研究大学院大学 政策研究センター長 森地茂 

 

13:10 基調講演 東日本大震災からの復興 

東京大学大学院 教授 日本学術会議会長 大西隆 

 

13:55 趣旨説明 近年の世界の巨大災害と復興の状況 

独立行政法人国際協力機構 国際協力専門員 楢府龍雄 

14:10 巨大災害と復興についての各国からの報告 

   －2010年 ハイチ地震災害 

     ハイチ公共事業・輸送・通信省 建物評価技術室技師 フリッツ・オプラン 

   －2008年 中国四川地震災害 

     北京師範大学 壹基金公益研究院 院長 ワン・ツェンヤオ 

－2004年 スマトラ沖地震・津波災害 

    （調整中）インドネシア公共事業省 水道環境衛生訓練センター長 

                 バンバン・スディアントモ 

 15:10 地震の概要と特徴 

独立行政法人建築研究所 研究専門役 古川信雄 

  

第２セッション  15:40－17:15  

15:40  パネルディスカッション 

1. 趣旨説明  復興・被害軽減に関する論点提起 

独立行政法人建築研究所 国際地震工学センター長 安藤尚一 

2. パネリストからの論点提起 

    －コミュニティの再生 

パキスタン国家災害管理庁、国連防災計画 津波・沿岸減災責任者 

ガザラ・ナイーム 

－災害弱者、貧困削減の視点から 

静岡大学 教授 池田恵子 

－安全な建物づくり、まちづくり 

独立行政法人建築研究所 上席研究員 福山洋 

－災害復興に関する国際的活動 

（調整中）国連国際復興支援プラットフォーム  

 

3. ディスカッション 

4. 質疑応答 

 

17:15 閉会挨拶   政策研究大学院大学 教授 岡崎健二 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.grips.ac.jp/jp/about/access.html 

 

 

 

 

（内容の問合せ先） 
 
独立行政法人建築研究所 

所 属  国際地震工学センター 

管理室長 

氏 名  黒 澤  肇 

電 話  029-879-0678(直通） 

E-mail  kurosawa@kenken.go.jp 

■都営大江戸線 

 ⇒六本木駅7 出口から徒歩5 分 

■東京メトロ日比谷線 

 ⇒六本木駅4A 出口から徒歩10 分 

■東京メトロ千代田線 

 ⇒乃木坂駅 5 出口から徒歩 6 分 

 

（国立新美術館の隣です） 


